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■開催日時 令和３年１２月２１日（金）１４：００ ～ １６：３０

■実施場所 上湧別コミュニティセンター ２階大会議室

■参加機関 湧別町、湧別町自治会連合会、遠軽町、遠軽地区自治会連合会、紋別市、オホーツク総合振興局、網走開発

建設部 計 ７機関 １８名

■勉強会の目的

①リスクマップがどのようなもので、どのような情報が得られるのかを理解する

②今後の水災害に関するハザード情報（リスクマップの情報）の扱い方を理解する

③リスクマップに対する自治体・地域住民の目線で見た場合の意見を伺う

令和3年度 湧別川・渚滑川流域治水協議会（勉強会）速報版

－住民参加を取り入れた流域治水の取組－

令和３年１２月２１日に上湧別コミュニティセンターにおいて、「令和3年度 湧別川流域治水協議会（勉強会）、渚

滑川流域治水協議会（勉強会）」を開催しました。

１．流域治水及びリスクマップの説明

近年の水災害発生状況や、流域治水の概要と全国での取組事例

、リスクマップの必要性のほか、現在公表されている浸水想定区域

図とリスクマップの相違点等を説明しました。

２．リスクマップの確認、意見交換
湧別川と渚滑川に分かれ、リスクマップの見方について説明を行った後、「リスクマップチェックシート」等を用いて

それぞれの河川で事務局が設定した対象地点２か所と、参加者が選んでいただいた任意地点２か所のほか、個人
の懸念箇所の浸水リスク情報を確認し意見交換を行いました。

■実際にリスクマップを見た今回の経験を、今後の防災訓練等に活かしたい。

■今までの想定最大規模の浸水想定区域図と違い、様々なリスクに基づくリスクマップがあり便利だと思う。しかし

、リスクマップの枚数が多いので、住民に対するわかりやすい説明の仕方や配布方法等を今後検討していきたい。

■年に1度、災害対策本部で実施している図上訓練にリスクマップを活用し、より理解を深めていきたい。

■実際に地域住民にわかりやすく説明する方法を模索していきたい。

■浸水深はそれほど大きくないが、雨量が多くなると影響が出るのでその際はリスクマップを活用していきたい。

■地域住民としては、言葉そのものの理解が難しいと感じる。地域住民にわかりやすく説明することが今後の課題

だと考える。

■勉強会で、段階的に図面を見て説明を受け、身近に感じるとともに危機感を持つことができた。今後も、今回の

ような勉強会を継続していくことで、身近に感じられると思う。

リスクマップ確認状況

リスクマップチェックシート

事務局からの説明状況

自治体職員、住民からの主なご意見
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